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  2 学期、そして 2018 年のまとめとなる 12 月になりました。2 学

期を振り返り、保護者の皆様には、様々な分野でご協力・ご支援を

いただき、無事に平成30年度2学期を終えることができました。誠

にありがとうございました。2 学期には、にこにこ体育祭をはじめ、

ようこそ先輩コンサート（堂前智美さん）、マラソン大会、そして小

中音楽会など多くの行事がありました。これらの行事を通して子ど

もたちは、色々な事を感じ、考え、成長することができました。また、日々の授業を通しても、

成長を見せています。国語の本が感情を込めてスラスラ読めるようになったり、九九が言えるよ

うになったり、自分の言葉で意見をしっかり言えるようになったりと学力面での成長も見ること

ができ、子どもの力の凄さにびっくりをしています。その中でも、5・6年の英語の授業における

成長は目を見張るものがあります。英語での質問にスラスラ答えたり、大人でも聞き漏らしてし

まう英語を1回でしっかり聞き取ったりと子どもの能力の偉大さに驚きの連続です。英語の指導

に来てくださる先生が、「少人数ゆえに何度も発表する機会を持てたり、きめ細かい指導ができ

たりと、中名田小学校ならではの学習環境面が大きな力に繋がっていますね。」ということを言

われていました。このように、少人数ならではの強みを生かして、今後も中名田っ子の大きな成

長に寄り添えるよう頑張っていきます。今後ともよろしくお願いします。 

 さて、２２日から休みに入り、お子様が家庭で過ごす時間が増えます。保護者の方も、お忙し

いとは思いますが、時にはゆっくり子どもさんと向き合い一緒に過ごす時間を見つけてください。

一生の中で、子どもと一緒に過ごす時間はわずか約９年間ほどだそうです。小・中・高と成長す

るにつれて子どもと過ごす時間はどんどん減っていきます。私たち大人が忘れていた感覚や新し

いものに出会ったときの感動などみずみずしい感性をたくさん持つ小学校時代の「その時」を大

切にしてお過ごしください。 

 

ご意見・ご感想をお聞かせください。 
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  【学校行事のお知らせ】 

    ２月 ５日（火）なわとび大会 

    ２月１７日（日）生き生き学習発表会 

    ３月１３日（水）平成３０年度卒業式 

      ＊なわとび大会と卒業式については年度当初にお知らせした日程から変更になっています。 

交
流
学
習
か
ら
見
え
て
き
た
も
の 

  

十
二
月
七
日
（
金
）
本
校
四
・
五
年
生
が
今
富
小
学
校
に
行
き
、
四
年
生
と
交
流

学
習
を
し
ま
し
た
。
こ
の
校
外
学
習
の
狙
い
は
、
①
ど
ん
な
状
況
で
も
、
自
分
の
意

見
を
相
手
に
伝
え
る
力
を
つ
け
る 

②
大
人
数
の
集
団
で
学
習
す
る
こ
と
で
、
多
様

な
意
見
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る 

③
初
対
面
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ
け
る 

こ
の
よ
う
な
内
容
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
交
流
日
前
日
は
、
普
段
少
人
数
で
学
習
し
て
い
る
本
校
の
児
童
が
、
今
富
小

学
校
の
児
童
に
混
じ
っ
て
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
学

習
環
境
が
変
わ
る
中
で
、
極
度
に
緊
張
す
る
こ
と
な
く
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
な
ど
心
配
を
し
ま
し
た
。
交
流
会
当
日
の
日
程
は
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
交
流
を

深
め
た
後
、「
ス
ー
パ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
カ
ー
ド
」
と
い
う
資
料
を
使
い
道
徳
の
授
業

を
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
道
徳
の
授
業
で
は
、
堂
々
と
自
分
の
意
見
を
発
表
し
、

た
く
さ
ん
の
児
童
と
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見
て
い
て
、
晴
れ
晴
れ

と
し
た
気
分
に
な
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
姿
で
し
た
。 

こ
の
交
流
会
後
、
児
童
は
、「
人
数
が
多
い
と
、
手
を
上
げ
て
い
て
も
な
か
な
か

当
て
て
も
ら
え
な
い
」
や
、「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
す
る
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
な
ど
様
々
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。
本
校
で
授
業
を
受
け
て
い
る
と
、
少
人
数

の
た
め
に
、
一
時
間
に
何
度
も
発
表
の
機
会
が
あ
り
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
人
数
が
多
く
な
る
と
発
表
の
機
会
も
減
り
、
聞
き
役
に
回
る
こ
と

が
増
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
相

手
に
伝
え
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
人
生
の
土
台
作
り
に
あ
た
る
小
学
校

時
代
に
は
、
中
学
校
や
更
に
社
会
に
出
て
困
ら
な
い
た
め
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。
本
校
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か
し
、
中
名
田
っ
子
が
将
来
ど

ん
な
状
況
に
お
い
て
も
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
力
が
つ
く
よ
う
な
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 


